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1. キシ リト ール（Xyl  ･ OH ）は人体の正常 な代謝ひ

中間産物 とし てウロン酸 経路と五炭 糖燐酸経路を結ぶ位

置 にある。 山根氏 はそれの甘味度についてシ ョ糖 をlOO

とし た場合Xyl･OH は65であるとい ってい る。最近谷氏

等 は臨床応 用面への裏付けとし て，糖尿病患者 へ利用ひ

実験成績 を報じ てい る。 われわれは実際面よ りXyl･OH

を甘味料とする糖尿病特別食について検討し た。

2. 即ち，糖 尿病食餌の調理理論 と実際 との関進に立

脚し ，各検査にはショ糖を対照区 とし， ソノレビ ト ー ル

（Sorb･ ＯＨ）と対比させ官能検査し た。 Xyl･OH （ クリニ

ット）の闇値と甘味度の測定，甘味 の質,    Xyl・ＯＨ と

NaCl またはクル クミン酸 ナトリウム（ ＭＳＧ） との相乗

性, サイ クラ ミン酸Na とXyl･OH の混合 割合を異にナ

る試料等についてそれぞれ判定した。高 野豆腐,干椎 茸，

茄子等の煮物について味覚 の総合判定 をし た。

3.　その結果Xyl･ ＯＨ の闇値は約0.25%, 甘 味度はl

ショ糖100 に対して約75であ り,甘 味の質 はSorb-OH に

比してシ ョ糖に近い判定 を得 た。 NaCl お よびMSG に

よる相乗性はシ ョ糖お よびSorb-OH とやや 異った様相，

を示 すような値を得た。 Xyl･OH とサイ クラミン酸Na

を20  : 1 （重量 比） に混合し たものが最もすぐれた甘味

を もち，シ ョ糖ま たはSorb･ ＯＨ の場合 と同じ であ った。

煮物 の場 合もXyl･ ＯＨ はショ糖との相違はなく，色，

つや共 に優秀で あった。 なおレモネードまたは酢 の物等l

への利用 につい てもかなり良い 成績をあげ得た。


